
 

 

経営発達支援計画の概要 

実施者名 
（法人番号） 

白馬商工会（法人番号 5100005007422） 

白馬村  （地方公共団体コード 204854） 

実施期間 令和 6年 4月 1日～令和 11年 3月 31日 

目標 

経営発達支援事業の目標 

【目標①】小規模事業者が「年間を通じて安定した経営を行う」ための新たな取組の実

現を図る 

【目標②】小規模事業者が観光客需要を獲得するために実施する、ITを活用した販路開

拓・生産性向上（ホームページや OTAサイト等による予約への対応など）を

具現化する 

【目標③】小規模事業者の事業承継の推進を図る 

【目標④】上記を実現するために、小規模事業者との対話と傾聴を通じて、個々の課題

を設定した上で、地域経済を支える小規模事業者の力を引き出し、地域全体

での持続的発展の取組を図る 

事業内容 

経営発達支援事業の内容 

３.地域の経済動向調査に関すること 

小規模事業者が経営環境の変化を捉えることを目的に、「白馬村事業者実態調査」を

実施し、結果を公表する。 

４.需要動向調査に関すること 

小規模事業者がオフシーズンの需要を獲得するためのひとつの切り口として、長野

県商工会連合会の「スポーツ合宿誘致推進事業」に参加する宿泊業を対象に、宿泊者

のニーズを捉えるための調査を実施する。また調査結果を活用しサービスや施設の改

善支援を実施する。 

５.経営状況の分析に関すること 

小規模事業者が「年間を通じて安定した経営を行う」ことを目指し、小規模事業者

の経営分析（財務分析・非財務分析の双方）を支援する。また、経営分析では、IT 利

活用の状況や事業承継の検討状況も分析する。 

６.事業計画策定支援に関すること 

「地域の経済動向調査」や「経営状況の分析」及び「需要動向調査」の結果を踏まえ

たうえで、小規模事業者の事業計画（第二創業計画含む）の策定を支援する。 

７.事業計画策定後の実施支援に関すること 

前項で策定したすべての事業計画（第二創業計画含む）を四半期毎にフォローアッ

プすることで、事業者の売上や利益の増加を実現する。 

８.新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 

小規模事業者の新たな需要開拓を目的に、「展示会・商談会の出展支援」や「北アル

プス山麓ブランドの物産展出展等によるテストマーケティング支援」、「宿泊業や飲食

業向け IT活用支援」による販路開拓の個社支援を実施する。 

連絡先 

白馬商工会 

〒399-9301 長野県北安曇郡白馬村大字北城 7078 

TEL: 0261-72-5101  FAX: 0261-72-6112  E-mail: info@hakuba-sci.jp 

白馬村 観光課  

〒399-9393 長野県北安曇郡白馬村大字北城 7025 

TEL: 0261-85-0722  FAX: 0261-72-7001  E-mail:kanko@vill.hakuba.lg.jp 
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（別表１） 

経営発達支援計画 

経営発達支援事業の目標 

1.目標 

(1)地域の現状及び課題 

①現状 

ア 白馬村の概況 

白馬村（以下、当村）は長野県の北西部に位置し、面積 189.36 ㎢、周囲 65.5 ㎞、南北 16.8 ㎞、東西

15.7 ㎞を擁している。南は佐野坂峠で大町市と、西は後立山連峰を構成する白馬連峰により富山県と、北

は小谷村と、東は長野市・小川村と、それぞれ隣接している。 

地域の中央部を南北にフォッサマグナが走っており、この大断層地帯に白馬連峰から流れ出す河川によ

って扇状地が形成されている。 

交通アクセスでは、鉄道を利用する場合は、東京からは北陸新幹線を利用して直通で約１時間 40 分。

JR 中央本線を利用して新宿駅から白馬駅直通で 4 時間。名古屋からは JR 中央本線を利用して、3 時間半

である。 

道路を利用する場合は、東京からは関越自動車道練馬 IC から上信越自動車道を通って長野 IC まで約 2

時間 20 分、そこからオリンピック道路（県道 33 号）を経由して更に約 1 時間。中央自動車道八王子 IC

からは長野自動車道を通って安曇野 IC まで 2 時間 25 分、そこから北アルプスパノラマロードを経て約 1

時間。名古屋からは中央自動車道小牧 IC から安曇野 IC まで約 2 時間半である。 

バスを利用する場合、長野駅からは約 1 時間、新宿からは約 4 時間かかる。 

白馬商工会（以下、当会）は、当村唯一の商工団体である。 
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(b)業種別の事業所数（小規模事業所数）の推移 

当村の平成 24 年の事業所数は 1,135 社、令和 3 年の事業所数は 1,046 社である。 

 小規模事業所数は平成 24 年が 1,027 者、令和 3 年が 930 者であり、9 年間で 9.4％減少している。産業

別にみると、建設業（△24.7％）、宿泊・飲食業（△10.6％）、卸・小売業（10.2％）の減少率が高くなっ

ている。一方、医療、福祉など、小規模事業所数が増加している業種もみられる。 

■業種別の事業所数及び小規模事業所数 

建設 製造
情報
通信

卸・
小売

宿泊・
飲食

医療、
福祉

他サー
ビス

その他 計

平成24年
事業所数 81 17 7 115 671 28 132 84 1,135
小規模事業所数 81 15 6 88 643 15 108 71 1,027

平成28年
事業所数 76 18 7 119 667 33 117 73 1,110
小規模事業所数 73 14 6 81 640 19 88 65 986

令和3年
事業所数 63 18 7 110 596 34 136 82 1,046
小規模事業所数 61 15 6 79 575 18 102 74 930

増減(令和3年-平成24年）
事業所数 △18 1 0 △5 △75 6 4 △2 △ 89

増減割合 △22.2% 5.9% 0.0% △4.3% △11.2% 21.4% 3.0% △2.4% △7.8%
小規模事業所数 △20 0 0 △9 △68 3 △6 3 △ 97

増減割合 △24.7% 0.0% 0.0% △10.2% △10.6% 20.0% △5.6% 4.2% △9.4%  
出典：総務省・経済産業省「経済センサス-活動調査」より一部加工 

 

(c)業種別の現状と課題（経営課題） 

ⅰ_産業の概観（全産業共通の課題） 

当村は認知度の高い観光地であり、宿泊事業者を中心とした観光業に従事する事業所が多く、商業のベ

ースも観光業を中心としたものになっている。地域住民向けの商店等ももちろん存在するが、経営状況は

芳しくない。一方、宿泊業者に卸売りを行っている事業者もしくは大型スーパーなどは好調である。また、

インバウンド需要の増加により、宿で食事をとらない方が増加し、国内の観光客においても旅行スタイル

の変化により宿泊施設で飲食をしなくなった。これにより飲食業においても飲食店不足が進み、お客の入

込は非常に良く売り上げが好調な個所も多い。 

観光以外に目を向けた場合、少子化による地元高校の存続問題、自動車での観光が多い地域の為 JR の

廃線問題などがある。高校が廃校になった場合、学生服などを含む学生向け用品を扱う事業者や高校生が

いなくなることによる消費の減少、JR の廃線の加速による駅前商店の衰退などが想定される。 

また、事業承継も深刻な課題である。30 代半ばに脱サラ て白馬村にてペンションを経営するブームが

30 年～40 年前にあった。当時は、多くのペンションが立ち並びにぎわった。しかしながら、ペンション

ブームの際の施設のオーナーは 60～75 歳の年齢に達しており、事業承継が大きな課題となっている。ま

た、ここ数年は、外国資本による事業用物件の買いあさりも目立ち、かなり高額値で購入しており後継者

がいないもしくは事業承継が進まない場合は事業者が減少もしくは外資に渡ってしまう可能性が高い。早

急に事業承継問題を解決するようにしなければならない。 

 

ⅱ_観光業 

 当村は国内有数の観光地である。観光地としての当村をみると、ウインターシーズンにおけるスキー客

を中心とした需要獲得を行っている。一方、スキーブームの縮小に伴い、国内需要が減少してきた。その

なかで、減少した国内スキー需要を補填するようにインバウンド需要が増加してきた。 

 小規模事業者に目を向けると、現状、インバウンド需要に対応する（できる）施設と、対応しない（で

きない）施設にわかれており、対応しない（できない）施設においても今後の対応が課題となっている。

併せて、インバウンド需要への対応に向けた設備投資が必要である。 

 また、認知度の高い観光地や組織化された販路開拓（観光宣伝を行う観光協会や観光局）、エージェン

ト頼みの集客といった地域の特性が長く続いたため、個々の施設の営業能力が低く、販路開拓が課題であ
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る。近年は、OTA（Online Travel Agent の頭文字。インターネット上だけで取引を行う旅行会社）サイト

や HP での IT を活用した販路開拓が主流の為、この流れに適応できない事業者の支援は急務である。 

業種別の課題は以下のとおりである。 

宿泊業 

当村は民宿発祥の地とされ、多くの旅館・ホテル等が存在している。このなかには大手の観光ホテル

などもあるが、多くは個人経営の小規模事業者である。 

当村では、地域ごとに観光協会があり、各スキー場を中心に結びつきを強め、集客に向けた営業努力

をしている。小規模宿泊業もこれに参加し、集客を行っているが、安定した経営とまでは至っていない。

特に、オフシーズンにおける集客は課題である。 

今後は、観光局を中心とした取組に加え、それぞれの小規模宿泊業が個性を出し、ホームページや

OTA サイトなどを活用しながら、独自に集客することも必要となってくる。 

もうひとつの課題は人材確保である。人材は営業をする上で必要不可欠な存在であり、また各事業者

がウインターシーズンに同時に雇用をするため確保に苦労している。 

現在、インバウンド需要を背景に、一棟貸コテージが多く建築されている。しかし、観光客の宿泊需

要をみると、それでも需要が供給を上回っているため、現状は既存の宿泊業には大きな影響はみられな

い。一方、将来的に需要が縮小した際は、競争が激化することも予想されるため、既存宿泊業において

も差別化が必要である。 

飲食業 

観光客向けの飲食店が多く存在している。 

インバウンド観光客が多く宿泊しているため「泊食分離」（外国人観光客は、宿泊施設で食事をとら

ず、外にでて食事する傾向にある）が進み、今後の対応が迫られている。 

運輸業（索道事業者） 

各スキー場に存在している索道事業者も、オフシーズンの集客による経営の安定化が課題となる。 

現状、登山や ジャー体験などのアクティビティーによりグリーンシーズンの集客を伸ばせている

が、安定した経営とまでは至っていない。そのため、今まで以上に新たな取組にチャレンジし、新規顧

客層を集客することが必要である。 

サービス業 

以前は、スキーのレ タルやスキー学校などの冬季の事業に特化した事業所も多かった。近年ではス

キー客の減少に伴い、冬のみでの営業では厳しいため、通年営業できるようにグリーシーズンの事業も

拡大させている。 

 

ⅲ_商業 

 当村の商業は、観光客への依存度が高いため、観光客数に応じた経営状況となっている。需要があり続

ければ良いが、観光に左右されない安定した経営を模索することも課題となる。 

業種別の課題は以下のとおりである。 

卸売業 

当村には、宿泊業や飲食業などが多いため、卸売業においても需要が見込めている。 

しかし、村内に需要を賄えるほどの卸売市場などの施設が無いため、事業者もしくは仲卸業が近隣の

卸売市場から約 1 時間かけて仕入れており、供給面に不安がある。そのため、ハード面としての卸売市

場等の整備はできないとしても、卸売業（仲卸業）における流通の確立が求められている。 

小売業 

村内住民への生活関連商品の小売は大型店舗に集中し、小規模事業者の多くは観光客向けの小売を営

んでいる。そのため、オフシーズンの需要低下に対応できず、安定した経営ができていない状況がある。 

 

ⅳ_工業 

 当村の産業は、観光に関連した業種を除くと、農業以外に目立った産業はほとんどない。 

業種別の課題は以下のとおりである。 

建設業 

建設や建築について、道路工事などの公共工事、生活関連の住宅に対する工事を除くと、観光関連の
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除雪作業やホテルや旅館など宿泊施設、飲食店の工事に依存している面がある。 

村内は現在建設建築ラッシュである。インバウンド需要に対応するための一棟貸しコテージが乱立

し、村の建設課の建築確認では毎年 100 件以上の申請が上がっており、建築組合長の話によると村内だ

けでは仕事が捌ききれず村外からも業者が入ってきているような状況である。 

現在は、資材価格等の高騰のあおりを受けているものの、旅館やホテルの建築や改修、省エネ設備等

への買い替え工事を多く受注し景気は良くなってきている。 

経営課題は、人材不足を補うための機械化に伴う設備投資である。設備投資は高額になるため、ある

程度の規模の事業者ではなければ設備投資も難しい。設備投資計画も必要になる。また、安定した人材

確保ができない要因に冬季の積雪の多さがある。冬季は豪雪地帯の為、一部除雪作業を行える事業所以

外は冬季に事業ができず通年雇用が難しいという点がある。事業の多角化による通年営業も検討する必

要がある。 

製造業 

製造業に関しては、加工紙の大きな工場が 1 事業所と水の加工品を作る工場は 1 事業所ある。近年は、

クラフト作家などの個人の製造業も多くなってきたが売上高はそこまでなく、副業の様な形態が多い。 

 

キ 白馬村第 5 次総合計画 

「白馬村第 5 次総合計画（平成 28 年度～令和 7 年度）」の商工・観光部分は下表のとおりである。 

後期基本計画を小規模事業者支援の視点でみると、①観光地としての競争力強化に資する小規模事業者

の育成や、②国内外の旅行客や移住者等により需要が高まる飲食業や、豊かな自然環境をいかした多様な

アウトドアアクティビティなどの事業化機会への対応などが掲げられている。 

■基本構想（平成 28 年度～令和 7 年度） 

基本理念 白馬の豊かさとは何か 

－多様であることから交流し学びあい成長する村－ 

基本目標 

（商工・観光部分） 

産業の視点 『新しい仕事をつくりだす村』 

村の豊かな自然環境を有効に活用しながら、環境の変化に対応できる仕事をつ

くりだせる村を目指します。 

まちづくりの方向性 

（商工・観光部分） 

政策５ 魅力とにぎわいのあるまち（産業・環境） 

自然との調和をとりながら地域資源の活用・創出を図り、市に関わるすべて

の人が魅力とにぎわいを感じるまちをつくります。 

■後期基本計画（令和 3 年度～令和 7 年度） 

2.産業 新しい仕事をつくりだす村 

(1)「世界水準」を意識した観光の村づくり 

 ・競争力と持続可能性を高める観光地経営 

白馬連峰への眺望の魅力最大化 / 核となるスキー場と宿泊拠点の再生 / 国際リゾートに相応しい

受入環境整備 / 魅力の多様化に向けたコンテンツ創出 / 観光業の活性化・平準化による安定的な

雇用創出 / 地域特性を活かしたスポーツツーリズムの推進 / 観光施設の維持管理 / 広域観光の

取り組み 

(3)商工業の振興により雇用を生み出す村づくり 

 ・商工振興・創業支援 

商工振興 / 創業支援と空き店舗活用、後継者育成支援 / 新しいしごとの創出 

 

ク 白馬村観光地経営計画 

白馬村では、白馬観光の現状と課題を踏まえ、地域経済と観光の競争力強化・安定化観光地としての文

化的・社会的な発展・向上、観光地としての持続可能性の観点から、観光地として目指すべき姿や進むべ

き方向性、実施すべき施策・プロジェクトを明示するとともに、これらを着実に実行していくための体制・

方策を「白馬村観光地経営計画（平成 28 年度～令和 7 年度）」にて取りまとめている。 

小規模事業者においても、①季節それぞれの新しい楽しみ方の創出（アクティビティ充実など）、②食

と温泉を活用した滞在魅力向上、③宿泊施設の戦略的活性化、④地場産品の活用促進、⑤域内調達率の向

上などにより、当該計画の実現への寄与が期待されている。 
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■白馬村観光地経営計画（平成 28 年度～令和 7 年度） 

理念 

根本的な考え方 

●旅行者にとって『何度でも訪れたい／ここに留まりたい白馬村』、生活者にと

って『ずっと住み続けたい白馬村』、村外に転出した次世代の若者も『いつか

帰りたい白馬村』を目指します。 

●オリンピック開催経験を有する白馬村として村民がそれぞれの立場で「世界水

準」を意識して来訪者を受け入れます。 

目標像 

理念に基づいて白馬

村が将来めざす姿 

白馬村では、北アルプスの美しい山岳景観と雪質に恵まれたゲレンデに加え、

その山と雪に育まれた地域の生活・文化の魅力も活かして観光客を受け入れてき

ました。 

 それらの地域の資産を守り、あるいは磨きをかけながら未来に残し、世界中か

らの来訪者を迎え入れ、「訪れる人それぞれにとっての居心地のよさ」を提供で

きる《マウ テ リゾート・Hakuba》を目指します。 

基本方針 基本方針 1 

白馬村全体、広域白馬エリア全体で観光の効果の最大化を視野にいれ、産業

間・地区間・取組主体間の連携を進めます。 

基本方針 2 

白馬連峰を核に、地域に根ざした自然・歴史・文化の多面的な活用と、それ

らを支える人材の育成・活用を進めます。 

基本方針 3 

「スキー目的＋グリーンシーズン周遊」型から「オールシーズン×滞在」型へ

の転換を図ります。 

基本方針 4 

客観的な数値データによる現況の把握と成果の評価、検証に取り組みます。 

 

②課題 

これまで記述した内容から小規模事業者にとって対策が必要な地域の課題をまとめる。 

まず、人口をみると、当村の人口は 2005 年の 9,500人をピークに減少傾向に転じており、この傾向は

今後 10 年においても続くものと予測されている。村内住民をターゲットにする事業者は、これまで以上

に厳しい経営環境に置かれるため、ターゲットの見直しなどが課題となる。 

さらに、年齢 3 区分別人口をみると、生産年齢人口の減少が見込まれている。労働力不足が加速するこ

とが予測されることから、IT 活用や設備投資などによる生産性向上等への取組が必要となる。 

特産品では、当村には紫米、はくば蕎麦、白馬豚などの特産品がある。また、白馬村や当会においても

特産品づくりを推進しており、この取組のひとつとして白馬ガレットの特産品化を図っている。当村は観

光客が多く、特産品の需要は高いため、小規模事業者においても、白馬ならではの食・特産品・土産品等

の開発が期待されている。 

観光面では、当村は、白馬岳をはじめとする北アルプス白馬連峰という象徴的かつ魅力的な山岳に抱か

れ、登山やスキーのフィールドとして圧倒的な資源性を有す、国内有数の観光地である。観光業が基幹産

業となっていることから、宿泊業や飲食業、農林水産業、各種関連サービス業などが外貨を獲得すること

で地域経済への幅広い波及効果に繋がることが当村にとって重要な位置づけであり、これを維持・拡大す

ることが課題といえる。また、当村の観光の特徴として、8 月を中心とした夏場と 12 月～3 月の冬場に観

光客が集中する傾向にある。そのため、小規模事業者においては、トップシーズンでの需要の獲得に加え、

オフシーズンの需要の創出が課題となっている。 

景況感（平成 31 年 2 月と比べた令和 2 年 2 月の売上）をみると、全産業では「変わらない」が 44％と

最も高くなっている。業種別にみても、ほとんどの業種で「変わらない」が最も高くなっている。本調査

は新型コロナウイルス感染症の拡大から 1 年が経過するタイミングで実施されたが、多くの事業者は売上

を維持しているか、微減に留めており、比較的安定的な経営環境に置かれていることが読み取れる。この

ような安定した経営環境だからこそ、小規模事業者においても次のステップに向けた新たな取組にチャレ

ンジすることが課題となる。 

業種別の事業所数（小規模事業所数）の推移をみると、小規模事業所数は平成 24 年が 1,027 者、令和 3
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年が 930 者であり、9 年間で 9.4％減少している。産業別にみると、建設業（△24.7％）、宿泊・飲食業（△

10.6％）、卸・小売業（10.2％）の減少率が高くなっている。とりわけ宿泊・飲食業や小売業では事業承

継に直面している事業者が多いことから、事業承継の促進による地域の活力維持が地域としての課題であ

る。 

業種別の経営課題をみると、①全産業ではインバウンド対応、事業承継、②観光業では、個々の販路開

拓能力の向上（特に IT を活用した販路開拓）、人材確保、「泊食分離」などの新たなニーズへの対応、グ

リー シーズ の収益強化、③商業では、観光に左右されない安定した経営、④工業では、資材価格等の

高騰への対応、人材不足を補うための設備投資、事業の多角化による通年営業などが課題である。 

 

(2)小規模事業者に対する長期的な振興のあり方 

①10 年程度の期間を見据えて 

 これまで地域の現状と課題でまとめてきたとおり、当村の小規模事業者は観光需要により成り立ってい

る面が否めない。そのなかで多くの事業者は、トップシーズンであるウインターシーズンに収益の大半を

あげ、オフシーズ は営業をしているものの、収益は少ないという状況となっている。 

 このような状況を受け、当会では“小規模事業者が年間を通じて安定した経営を行っていること”を小

規模事業者の長期的な振興のあり方と定める。 

 具体的には、小規模事業者が以下を実現している姿を目指す。 

 

ア トップシーズンの需要を獲得できていること 

 トップシーズ では、現状「需要＞供給 となっている。つまり、需要（お客様のニーズ）に対応

ができれば、集客は可能な状況である。具体的な需要をあげると、①インバウンドへの対応、②ホー

ムページや OTA サイト等による予約への対応、③宿泊客の新たなニーズである「泊食分離」などへの

対応などがあげられる。 

また、トップシーズンには多くの事業者が同時に人材募集を行うため、人材確保が難しく、人材不

足により需要の獲得ができないという課題もある。特に、大手（外資含む）は時給を高く設定するこ

とで人材確保を行っているのに対し、小規模事業者はこの時給に対応できない側面がみられる。これ

を打破するため、小規模事業者においても、高付加価値化を実現し、高い人件費を支払っても利益を

計上できるようにすることが必要である。 

上記により、小規模事業者がトップシーズンにおいて、十分な需要の獲得をできている姿を目指す。 

 

イ オフシーズンの需要を獲得できていること 

 当村では、スキーブームの縮小に伴い、観光客数が減少してきた。そのなかで、減少した国内スキ

ー需要を補填するようにインバウンド需要が増加している。そのため小規模事業者も、現状は、収益

をあげることができている。一方、今後を見据えると、インバウンド需要がいつまで継続するかわか

らないという不安もある。 

 そこで、経営が成り立っている今だからこそ、オフシーズン（グ ーンシーズン）を含めた新たな

需要開拓を行う必要がある。当村には、白馬岳をはじめとする北アルプス白馬連峰という象徴的かつ

魅力的な山岳や温泉があり、観光客を魅了している。これらの地域資源を活用して、登山やレジャー

体験などのアクティビティーを開発し、オフシーズン（グリーンシーズン）の集客を実現することで

年間を通じた安定した経営を実現している姿を目指す。 

  

ウ 事業承継により事業者数の減少が抑制されていること 

 当村の宿泊業の多くは個人事業主であり、スキーブームの 30～40 年前に宿泊業を始めた事業者が

多い。そのため、現在は事業承継が必要な年齢となっている。地域の活力維持のためには、当村の特

徴である宿泊業の事業者数維持が必要不可欠であるため、事業承継により事業所数の減少が抑制され

ている姿を目指す。 
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②白馬村第 5 次総合計画との連動性・整合性 

「白馬村第 5 次総合計画」では、「魅力とにぎわいのあるまち」の実現に向けて、①観光地としての競争

力強化に資する小規模事業者の育成や、②国内外の旅行客や移住者等により需要が高まる飲食業や、豊か

な自然環境をいかした多様なアウトドアアクティビティなどの事業化機会への対応などを掲げている。 

前項『①10 年程度の期間を見据えて』で記載したア、イ、ウは、いずれも「白馬村第 5 次総合計画」で

掲げられた観光地としての競争力強化や新たな事業化機会への対応に寄与する目標であり、連動性・整合

性がある。 

 

③商工会としての役割 

ア これまでの商工会の取組と課題 

(a)経営改善普及事業 

当会では、これまで小規模事業者の経営の基盤である記帳・税務・金融・労務指導等を中心に、令和 4

（2022）年度実績で年間指導件数 597 回（うち巡回指導件数 155 回）の基礎的な経営改善を行ってきた。

具体的な経営相談の内容は、観光関連事業者を多く抱えていることから、特徴的な傾向として、宿泊業の

装置産業に見られる新規設備や修繕を含む設備資金、閑散期の運転資金の資金繰り相談と斡旋、期間雇用

に関する労働保険の手続き、年度更新事務、消費税軽減対策などの税務経営相談、所得税・消費税の決算

確定申告指導、他に外国人観光客とのトラブルによる法律相談など多岐に亘る。ここ数年は創業相談や事

業承継などの相談も増えている。しかし、総じて事後処理的な支援が多いのが現状で、今後既存の小規模

事業者の売上増加や、新規顧客獲得に繋がる経営支援を行う必要がある。 

また、ここ数年長期滞在・泊食分離の行動形態の外国人観光客が増加したため、飲食店舗の不足が生じ、

創業者を増やしていく必要がある。当会では平成 27（2015） 年より長野県の「地域発元気づくり支援金」

の補助金を活用して、「白馬創業塾」を継続的に開講して、飲食店や、宿泊業を始め村内の需要にマッチ

した事業の担い手である創業者の掘り起しを行っている。令和 4（2022）年までに創業塾を受講した者は

300 名を超え、創業者は現在 65 名であるが、今後は創業者の持続的発展のために、事後指導にも力を入

れる必要がある。 

 コロナ禍に都心部から後継者が戻ってくる傾向が多くなり、事業者の高齢化も相まって事業承継の相談

も増加し始めた。令和 5（2023）年には、事業承継のセミナーも開始し、3 回のセミナーと個別相談会に

は 20 名以上参加している。事業者を減少させないことが観光地としての魅力向上に繋がる。円滑な事業

承継の為にも現状の事業分析と後継者育成等を行う必要がある。 

 

(b)地域総合振興事業 

ⅰ_白馬ガレットの開発と人材育成 

当会では、村の主要な転作作物であり地域資源と位置づけられる「白馬産のそば」と、村内 600 件を超

す宿泊施設で働く料理人を地域特有の貴重な人材と捉え、両者を融合させた事業を展開した。平成 19

（2007） 年に国の全国展開支援事業の補助金を活用して、白馬産のそば粉で作った生地に、「はくば豚」

や地元の食材をトッピングした「白馬ガレット」を開発し、「白馬ガレット」を提供できる人材を養成す

るための講座を開設した。この講座では「そば学」に関する知識とガレットの焼成技術を習得し、検定試

験に合格した者を、ガレットを焼成できる職人＝白馬クレーピエとして認定している。そして資格更新制

度を設けて、被認定者の技術力の向上に努めている。現在のク ーピエ認定者は 130 名余りである。こう

した取組により、村内の宿泊・飲食施設で働く料理人が、観光客にご当地食として「白馬ガレット」を提

供するしくみを構築した。 

今後は、関係機関とも連携して、現在 28 店舗以外の宿泊施設でのガレット店の普及拡大と、白馬クレ

ーピエの人材育成を継続的に行い、品質の維持向上を図ることが課題である。 
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白馬ガレット 

 
白馬ガレットの養成講座 

 

イ 今後商工会に求められている役割 

(a)経営改善普及事業 

当会は、地域における小規模事業者の取り巻く現状と課題を的確に捉え、従来の経営の基盤である記

帳・税務・金融・労働等の基本的な経営改善に加え、公的支援機関や地域金融機関、専門家と連携して、

創業・経営革新・事業承継・販路開拓支援等の経営支援を継続して、個者の経営力向上のための事業計画

の策定・実施等経営戦略に踏み込んだ伴走型の経営発達支援事業を実施していくことが求められている。 

 

(b)地域総合振興事業 

当会は、上記の小規模事業者の個者支援を通じて、地域のコーディネーターとして、村の賑わいの創出

を演出し、地域の魅力の特性を踏まえた地域のブランド化を促進することで、小規模事業者が事業を持続

的に発展させるための良好な環境を整備することが求められている。 

 

(3)経営発達支援事業の目標 

(1)地域の現状及び課題、(2)小規模事業者に対する長期的な振興のあり方を踏まえた上で、今後 5 年間

の事業実施期間で取り組む下記の 4 つの目標を設定する。 

〈目標〉 

【目標①】小規模事業者が「年間を通じて安定した経営を行う」ための新たな取組の実現を図る 

【目標②】小規模事業者の観光客需要を獲得するために実施する、IT を活用した販路開拓・生産性向上（ホ

ームページや OTA サイト等による予約への対応など）を具現化する 

【目標③】小規模事業者の事業承継の推進を図る 

【目標④】上記を実現するために、小規模事業者との対話と傾聴を通じて、個々の課題を設定した上で、

地域経済を支える小規模事業者の力を引き出し、地域全体での持続的発展の取組を図る 

〈地域への裨益目標〉 

上記【目標①】～【目標④】を達成することにより、小規模事業者が活性化し、村内へにぎわいが創出

されることや雇用が創出されること。また、観光地としての競争力と持続可能性を高め、観光のむらづ

くりに寄与することを目指す。 
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経営発達支援事業の内容及び実施期間 

 

2.経営発達支援事業の実施期間、目標の達成方針 

 

（１）経営発達支援事業の実施期間（令和６年４月１日～令和１１年３月３１日） 

 

（２）目標の達成に向けた方針 
 

【目標①】 

小規模事業者が「年間を通じて安定した経営を行う」ための新たな取組の実現を図る 

【目標①達成のための方針】 

小規模事業者が「年間を通じて安定した経営を行う」ための新たな取組を支援するため、まずは経営分

析により各事業者の経営状況を明らかにする。経営分析では、財務データ等からみえる表面的な経営課題

だけでなく、事業者との対話と傾聴を通じて経営の本質的な課題を事業者自らが認識することに重点を置

く。次に、分析結果を活用しながら、新たな取組に向けた方向性を検討し、結果を事業計画にまとめる。

さらに、策定後は伴走型でフォローアップを行い、事業計画を実現させる。 

上記の他にも、宿泊業の「年間を通じて安定した経営」に向けて、長野県商工会連合会の「スポーツ合

宿誘致推進事業 に参加する宿泊業に対し需要動向調査を実施し、スポーツ合宿宿泊客のニーズにあった

サービス提供を支援する。 

 

【目標②】 

小規模事業者の観光客需要を獲得するために実施する、IT を活用した販路開拓・生産性向上（ホームペ

ージや OTA サイト等による予約への対応など）を具現化する 

【目標②達成のための方針】 

小規模事業者が観光客需要を獲得するために実施する、IT を活用した販路開拓・生産性向上（ホームペ

ージや OTA サイト等による予約への対応など）を支援するために、前項の各支援段階において IT 活用に

関する支援を実施する。具体的には、①経営分析支援の際に、事業者のデジタル化・IT 活用の状況を分析

する、②事業計画策定支援の際に、IT 専門家派遣を実施する、③販路開拓支援の際に、「宿泊業や飲食業

向け IT 活用支援」を実施する。 

また、効果的な支援に向けて、当会でも IT・デジタル化支援能力の資質向上を図る。 

 

【目標③】 

小規模事業者の事業承継の推進を図る 

【目標③達成のための方針】 

小規模事業者の事業承継の推進を支援するため、経営分析支援の際に、事業承継の検討状況を分析する。

また、事業承継に前向きな経営者・後継者に対し、「事業承継（第二創業）セミナー」を開催し、事業承

継の全体像を周知するだけでなく、第二創業計画等の作成を支援する。 

 

【目標④】 

上記を実現するために、小規模事業者との対話と傾聴を通じて、個々の課題を設定した上で、地域経済

を支える小規模事業者の力を引き出し、地域全体での持続的発展の取組を図る 

【目標④達成のための方針】 

経営分析、事業計画の策定、策定後の実施支援の各局面で、経営力再構築伴走支援モデルによる支援を

実施する。具体的には、経営課題の設定から課題解決を支援するにあたり、経営者や従業員との対話を通

じて、事業者の自走化のための内発的動機付けを行い、潜在力を引き出す。 

 また、これを実現するために、経営指導員等の資質向上を実施する。 
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（別表２） 

 経営発達支援事業の実施体制 

経営発達支援事業の実施体制 

【令和 5 年 11 月現在】 

 

（１）実施体制（商工会又は商工会議所の経営発達支援事業実施に係る体制／関係市町村の経営発達支援

事業実施に係る体制／商工会又は商工会議所と関係市町村の共同体制／経営指導員の関与体制 等） 

         

 法定経営指導員 1名

 経営指導員 1名

 補助員    2名

白馬村

観光課
事務局長

 
 

（２）商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律第７条第５項に規定する経営指導員

による情報の提供及び助言に係る実施体制 

①法定経営指導員の氏名、連絡先 

氏 名： 師岡 和弘 

連絡先： 白馬商工会 TEL.0261-72-5101 

 

②法定経営指導員による情報の提供及び助言 

経営発達支援計画の実施・実施に係る指導及び助言、目標達成に向けた進捗管理、事業の評価・見直

しをする際の必要な情報の提供等を行う。 

 

（３）商工会／商工会議所、関係市町村連絡先 

①商工会／商工会議所 

〒399-9301 

長野県北安曇郡白馬村大字北城 7078 

白馬商工会 

TEL： 0261-72-5101 ／ FAX： 0261-72-6112 

E-mail： info@hakuba-sci.jp 

 

②関係市町村 

〒399-9393 

長野県北安曇郡白馬村大字北城 7025 

白馬村 観光課  

TEL： 0261-85-0722 ／ FAX： 0261-72-7001 

E-mail： 0351@vill.hakuba.lg.jp 
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（別表３） 

 経営発達支援事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 

                                      （単位 千円） 

 
令和 

６年度 

令和 

７年度 

令和 

８年度 

令和 

９年度 

令和 

10年度 

必要な資金の額 2,220 2,220 2,220 2,220 2,220 

 地域の経済動向調査の事業費 300 300 300 300 300 

 経営状況の分析の事業費 400 400 400 400 400 

 事業計画策定の事業費 520 520 520 520 520 

 需要動向の調査費 300 300 300 300 300 

 需要開拓事業費 300 300 300 300 300 

 職員資質向上事業費 400 400 400 400 400 

（備考）必要な資金の額については、見込み額を記載すること。 

調達方法 

国補助金（伴走型補助金等）、県補助金、村補助金、自己資金など 

 

（備考）調達方法については、想定される調達方法を記載すること。 
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（別表４） 

 経営発達支援計画を共同して作成する商工会又は商工会議所及び関係市町村以外の者を連携して経

営発達支援事業を実施する者とする場合の連携に関する事項 

連携して事業を実施する者の氏名又は名称及び住所 

並びに法人にあっては、その代表者の氏名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携して実施する事業の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携して事業を実施する者の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携体制図等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


